
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

【目標・ねらい】 

①景観に対する市民意識の高揚を図る 

②美しく潤いのある快適なまちづくりの

推進 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

① 景観カレンダーを作成したうえで全戸

配布したことは、市民の皆様に好評をいた

だき、景観への関心を高めることに一定の

効果が得られた。 

② 写真パネル展については、目標を大きく

上回る来場者があり、市民の皆様に上田市

の景観の素晴らしさの周知が図られた。 

※自己評価【 Ａ 】 

（上小地域） 

平成２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容    

 

 平成２８年６月及び８月に上田市景観審議会を開

催し、１０３件の景観を「信州上田の景観１００選」

として選定した。その結果を受けて、市民の皆さん

の景観に関する意識の啓発の推進を図り、「次代に残

したい、行ってみたい、見てみたい景観」をＰＲす

るため、次のとおりの事業を行った。 

１．景観１００選冊子作成 

２．景観カレンダー作成 

３．景観１００選写真パネル展開催 

 

   事 業 効 果    

 

１．景観１００選冊子  ５００部印刷 

 冊子を片手に、上田市内の優れた景観を訪れて目

にすることにより、市民の景観の意識の高揚が図ら

れるほか、地域への愛着と誇りを培うことが期待できる。 

２．景観カレンダー   ６０，０００部印刷（上田市内全戸配布） 

 毎日、上田市内の優れた景観の写真を目にすることで、市民の景観の意識の高揚が図ら

れる。さらに、移住・定住者向けへのＰＲとして活用を見込み、東京で開催した説明会に

おいて配布したほか、大河ドラマ館においては来館者に配布して上田市のＰＲに活用した。 

３．景観１００選写真パネル展 

上田会場においては、来場者が目標３００人に対

して５７７名であった。 

 

   今後の取り組み    

 

① 冊子を片手に上田市内の優れた景観を訪れる景観

ウォッチングなどのまちあるきイベントを開催する。 

② 冊子よりもさらに手軽な、景観マップ等の作成に

取り組み、景観への関心をより一層高めていただく。 
 
 
※１自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 合併１０周年記念事業～次代に残したい、行ってみたい～ 

「信州上田の景観１００選」ＰＲプロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

上田市 

（都市計画課） 

事業区分 ⑤環境保全、景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 2,184,952円（うち支援金：1,623,000円） 


